
平成２９年３月２１日

1 かつらぎ町における公営住宅の居住性・安全性の向上
平成23年度　～　平成27年度　（5年間） かつらぎ町

『町営住宅の耐久性、居住性及び安全性の向上を図る。』
『資源を活かした地域づくりの向上を図る。』

・公営住宅等長寿命化計画の策定 ・旧天野小学校跡地改修による地域活力の向上
・外壁・屋根改修等による景観の向上 ・旧新城小学校跡地改修による地域活力の向上
・旧四郷小学校跡地改修による地域活力の向上 ・お試し住宅整備による空き家の解消と移住・定住促進

（H23当初） （H25末） （H27末）
① かつらぎ町内の町営住宅（簡易耐火2階建住棟）において、外壁・屋根改修工事がされている住棟の割合。

（改修工事がされた住棟数）（％）＝（改修工事がされた住棟数）（％）／（全住棟数）（％） 13棟（72％） 18棟（100％） 18棟（100％）
② かつらぎ町内の町営住宅（簡易耐火）において、外壁改修工事がされている住棟の割合。

（改修工事がされた住棟数）（％）＝（改修工事がされた住棟数）（％）／（全住棟数）（％） 0棟（ 0％） 14棟（100％） 14棟（100％）

③ 四郷小学校の耐震、改修工事及び解体撤去における工事進捗率
（Ａ棟、Ｂ棟、講堂を合わせた全体面積）（％）＝（耐震、改修、撤去等の工事がされた面積）（％）／(全体面積）（％） 0％ 0％ 100％

④ 天野・新城・四郷地区の空き家の割合
（空き家率）（％）＝（天野・新城・四郷地区の空き家の軒数）（軒）／(天野・新城・四郷地区の全軒数）（軒）

事　後　評　価　（中　間　評　価）

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

平成２９年３月

当該事業担当課で実施

ホームページで公表

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ　基幹事業
番号 事業 地域 交付 直接 道路 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H23 H24 H25 H26 H27

1-A1-1 住宅 一般 かつらぎ町 直接 町 － 住宅 かつらぎ町 4

1-A1-2 住宅 一般 かつらぎ町 直接 町 － 住宅 かつらぎ町 33

1-A1-3 住宅 一般 かつらぎ町 直接 町 － 住宅 かつらぎ町 2

1-A1-5 住宅 一般 かつらぎ町 直接 町 － 住宅 かつらぎ町 158

1-A1-6 住宅 一般 かつらぎ町 直接 町 － 住宅 かつらぎ町 152

1-A1-7 住宅 一般 かつらぎ町 直接 町 － 住宅 かつらぎ町 11

1-A1-8 住宅 一般 かつらぎ町 直接 町 － 住宅 かつらぎ町 24

小計（基幹事業） 384.0

Ａ　　　事業
事業 地域 交付 直接 港湾 事業内容 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積・水深等） H23 H24 H25 H26 H27

小計（　　事業）

合計 384.0

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

合計

市町村名
港湾・地区名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）工種 （延長・面積等）

番号 事業者
省略
工種

要素となる事業名 全体事業費
（百万円）

公営住宅等長寿命化計画の策定

事後評価（中間評価）の実施体制

地域住宅計画に基づく事業（旧新城小学校）
地域住宅計画に基づく事業（四郷地区、天野地区、新城地区）

地域住宅計画に基づく事業

地域住宅計画に基づく事業（松山団地）

地域住宅計画に基づく事業（渋田団地）

地域住宅計画に基づく事業（四郷小学校）

地域住宅計画に基づく事業（旧天野小学校）

　　社会資本総合整備計画（かつらぎ町地域住宅整備計画）　事後評価書
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

交付対象事業

事業者
省略
工種

要素となる事業名
市町村名

全体事業費
（百万円）（事業箇所）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
Ｃ384百万円 Ａ 384百万円 Ｂ 0百万円

20.5％ 0％ 19.0％

番号 事業者
省略

要素となる事業名
事業内容

事後評価（中間評価）の実施時期

公表の方法

港湾・地区名

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

0百万円
効果促進事業費の割合

0.00%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

空家再生推進等事業、廃校等舎改修

空家再生推進等事業、耐震診断及び基本計画

空家再生推進等事業、空き家改修

外壁・屋根改修工事

外壁改修工事

空家再生推進等事業



番号 備考

1-B1-1

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

合計 0.0

番号 備考

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

　・簡易耐火２階造の町営住宅の外壁及び屋根を改修し、居住性・安全性・景観を改善するとともに、躯体の耐久性が向上した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・資源を活かした地域活力の拠点づくりを図る　
Ⅰ定量的指標に関連する 　・簡易耐火平屋造の町営住宅の外壁を改修し、居住性・安全性・景観を改善するとともに、躯体の耐久性が向上した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・資源を活かした地域活力の拠点づくりを図る　
　　　交付対象事業の効果の発現状況 　・旧四郷小学校校舎を地域交流センターとして改修し、活用することにより、過疎化が進む中山間集落の地域活力を増進することができた。

　・体験施設の整備により、地域での気候、風土、生活等を一定期間体験できるようになり、地域への移住希望者の増加や定住率の向上が期待できる。

最終目標値 18 棟（100％）
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因
最終実績値 18 棟（100％）

最終目標値 14 棟 （100％）
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 20 棟 （142％）

最終目標値 100 ％
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 100 ％

最終目標値 19 ％
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 17.8 ％

・町営住宅の改修により、地域の住環境が向上した。
Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況 ・廃校となった小学校を地域交流センターとして改修したことで、地域活動の拠点となり、地域内外の交流が促進された。
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・老朽化した町営住宅のうち、改修等により耐久性が向上するものについては、今後も改善事業として実施する。
・過疎化が進む中山間地域等において、空き家等再生事業により、空き家や空き施設の利用を促進し、地域の活性化に繋げる。

体験住宅を整備したことにより、移住者の受け入れ活動をより積極的に行えるようになり、移住希望者も
増加傾向にあることが、空き家率の減少につながっている。

　

一体的に実施することにより期待される効果

指標①（町営住
宅で外壁・屋根
等改修された住
棟の数）

指標②（町営住
宅で外壁改修工
事された住棟の
数）

指標④（天野・
新城・四郷地区
の空き家の割
合）

指標③（旧四郷小学校
で、教室棟、講堂の耐震
補強及び用途変更のため
の改修工事、また教室棟
の解体撤去における実施
面積）

目標値を14棟としていたが、防災・安全交付金事業と合わせ、20棟の改修を実施することができた。

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）工種

一体的に実施することにより期待される効果



（参考様式３）

計画の名称 かつらぎ町における公営住宅の居住性・安全性の向上
計画の期間 平成２３年度　～　平成２７年度　（５年間） 交付対象 かつらぎ町地域

広域図 

空家再生等推進事業 
四郷地域交流セン
ター整備事業 

空家再生等推進事業 
 天野地域交流セン
ター整備事業 

空家再生等推進事業  
田舎ぐらし体験住宅整備事業 

空家再生等推進事業 
田舎ぐらし体験住宅整備事業 
（四郷地区） 

空家再生等推進事業 
 新城地域交流センター整備
事業 

空家再生等推進事業  
田舎ぐらし体験住宅整備事業 
（新城地区） 

拡大図 

拡大図 

公営住宅ストック総合改善事業 
町営住宅松山団地 
屋根外壁改修事業 

公営住宅ストック総合改善事業 
町営渋田団地 
外壁改修事業 


